










若樹集』所収の跋文（森銑 並びに座談会「林若樹翁を偲ぶ會」などを参照願えれば幸いである。この日記の入手の経緯、また日記が齎す日本中世文化・宋版書誌に係る資料的な意味などについ 、『実践女子大学文学部紀要』五十五集（二〇一三年三月刊）に若干ふれた。日記の明治四十二年の後半以降 分に当たる下冊もあり、本



























































兼ての約なるイセノ三村清三郎君と共に紀州巡りを果さんとて午前九時新橋発車ニて先つ吉原なる山中笑翁をさして出立つ朝岡田村雄君宅ニ見え予ハ乗車同君ハ電車ニて ニ見送らる秋晴行遊ニ可汽車中別ニ記すことなし三嶋駅ニてわさび羊かんの賣声を聞く珍らし午後二時半鈴川着山中翁出迎［へ］らる直ニ鉄道馬車ニて吉原 向ふ途中左冨士 いへる名所を過く街道の左ニ不止見ゆ なり相憎今日ハ［山に］雲かゝりて見えず半時間許ニて着同翁宅ニ投す雑談
　
夕食後町を見めくり後山にのほる途字















































































――――――――にて馬を替ふこゝ［に］冨士製紙の第一工場ありこゝより地勢やゝ上り［と］なることいちゝるし天間、二工場、東新町（此間ニ三工場あり） 至る既に大宮町の入口也神田町にて下車これハ町のやゝ中央なり絵はかきなど求めて町をありく長十数 山間としてハ大なる町なり［◎］早けれと昼飯（稲荷すし）をなし冨士登山道と別れて左ニ入りて行く と数町衣掛松の碑あり松は枯れ 跡なし（明治廿六年の建碑）木花咲也姫の御子 産ませし き衣をかけたる松のあと りと見えたり泉なる発電所前を過き右ニ山をのそみて一丘越す頂上ニ茶店あり小憩下ればやゝ平坦 る土地に出つ左に此原を行くこと十数町沼窪の石塚に出つこれは
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此地高地の一角を占め冨士川を［山を距てゝ］遥に眼下ニ見古墳ニて あり相な地なり若し古塚 土台 して築き立てしニハあらすやなと山中翁ニ語る
　
時ニ午後一時

























































































































































































































































































































































































































































































































































































昨夜半目覚めて夢を成さず暁僅にまとろむ午前九時半華洲君と瀬戸に行く歩むこと里許大曽根なる瀬戸電気鉄道の十時発車ニのる大曽根は名古屋の郊外ニして田甫相つらなりなかめよき所なり矢田河の向ひニ一森林あり華洲君指さしてかしこは長母寺といひ無住國師入定之地境内ニ樹木を植ゆれバ皆檜 芽を生ずと此寺之畸人蓑虫老人の遺物を存す 、線路は瀬戸街 ニ離合して進む守山、小幡、等を過き印場ニ至るこゝは中央に当る池のかい干と 一村 男工壇上ニ立ち為め 駄菓子やハ店を開けるを／見る十一時瀬戸着、この邊り既ニ山近くなりて［小松まちりの］
几ハゲ
山つら










































































支店ニ入りて昼食中 旨し大光院境内を抜て境内ニ烏頭座魔明王の堂あり［祈願するもの］支干の絵馬をかゝく元ト大松ありしか枯れしといふ門前町ニ其中堂を尋ぬ何もなし僅に小寺玉晁序ある雅長随筆一冊を得〔自筆本中村又蔵雅長元文／宝暦頃ノ人〕同町の万松寺 六林の墓所を尋ねしか不明万松寺は元ト大寺なりしか今は南区の区役所ニ貸す程に荒廃 り境内ニ菊花園と称するペンキ塗の大厦あり菊細工 てハ日本ニては第一なりといふ今準備 忙ハし裏門前を通り呉服町通りより本町ニ出て豊田書舗ニ立寄る主人不在去て傳馬町通りより高岳町ニ入高岳寺の （［元］清洲の城 ）を見て主税町の 中氏方ニ立寄り休憩入浴して夕饗ニあつ小寺玉晁翁ノ家は堀川の下洲㟢橋 先キニありたり庭なと掃きたることなく塵埃うつ高し維新前会津の小鉄と称する強賊一夜小寺家ニ浸 せ に玉晁翁厚く諭して帰へしといふ又名古屋ニ一奇人あり水野某といへる［旧］藩士 自ら天爵大臣と名のり道路の改修ニ力を尽せしといふ［或時ハ］自らビワ崎ニ至りて廉價ニ青物を仕入れて豪家ニ く賣り付け利益は専ら道路の普請ニ費して一文も身ニ けず時ニハ荷車のあとを を警官ニなさしめしといふ同至れは村方皆出て其業を助けて道路の改修忽ちにして成る愛知縣の道路の改善は此人大 預つて力ありとす明治廿年頃没せし歟更兎ニ角小寺と相對 て名古屋の畸人といふへし
　
狂人として警察ももてあ







































　　　　　　　　 　 　　 　　
本等皆めてたし内ニ論











































































































































































































































































































































































































東寺の宝物調を託せられて出張中、懐中に忍はせしものもあり其他諸寺ニて屢かゝることを為す為め札付となりて後ニハ警戒せられたり商人と結託して偽物を貴紳ニ納めて今現に其家宝と 居るもの少からす天平の古写経にして谷森善臣氏の家宝のことき其一なり京都ニ は雨森東京ニては斎藤バイブル等なり其手段の一例として云へば予（山田茂助）之家に明板の板本あり其末丁を抜き取りこれを宋板ニ 御目ニかけて［且三円位ニうりやらんと］いひ両森家ニ至りて山田の家ニ宋板 る由價は五円なる由それとなく吹聴し去る両森よ 山田ノ ニ 書尋ね来るニ價の安ニなり 兼文来りて五円ニいひ置きたれは二円をよこせといふ類なり東京のバイブルなとよもや〳〵と引かさ て能くたまされたるものなりさ と三度ニ一度は必すもうけさせる事故しらず〳〵買入れ居りしなり当時京都ニ富永冬樹氏裁判官 してあり兼文は能く偽物をハメ込といふか予をだまさバ縛り上けんといふ居りしか矢張り両三回ハメ込まれたるは笑ふべし其頃廿二三年以前は奈良等にての古物ハ沢山あり古写経なと予（山田）なとハより取りなり奈良に至れは京都より経買に来れりとて道具屋等三五人一夜につめかくる勢なりし随而ゼイタクにして天平の年号なきものハ買ハす 勢なりし年号あるものニして二円五十銭な 只の経は五六十銭なりき
　
東大寺内の八幡宮の庫に大般若経あり





















































































































































































る痩身の人なり旧家代々好事家輩出し其先ハ自然斎と号して湧蓮門下に聞たる歌人なりき氏之祖父は又物好にして多く書冊等を貯へたり去冬当地に谷川士清翁之祭展ありし際［□□せ ］其歌集恵露集は佐々木信綱氏、氏之家より発見せしものなり氏之祖母は射和文庫之竹斎翁之家よ 来 し人なり祖父は好事家にして松浦竹四郎とは別懇りしといふ







































































































































































































り三万石之小諸侯なれは財政はゆたかなるニあらす故ニ柳川春三を聘 或は塩田を起し銅を採り飯田某を蝦夷地へ遣 て探検せしむる等のことをなしたり忠央侯の妹にひろ子といへる［絶世の美人］あり西ノ丸へ上けて将軍の寵を蒙りて竹之丞といへる一子を挙ぐ一方伊井 と結ひ内外相應して泰西之事情を将軍に通し重用せ れたり丹鶴叢書ニハ力を尽されしか幕末となりて国事多端兵備等の為め金銭の失費甚しかりしを以て中止となれり其板木［小石川］原町の下邸に七戸前倉ニ充満せしか明治初年ニ至て百五十円に拂下け［と］ り其板はつふされたり



















春野来る春野は磊落の人座につくや否や先日此方にも来れりや前田（夏蔭）の方にも行けり塙［次郎］に見えたりアンナ馬鹿なことかあるも か前田ハアイマイ塙は賛成をした歟だか馬鹿ナ奴じゃ云々未其所以を知らす後に父、母 語れるは実は の時れるは安藤閣老の侍臣ニして廃帝の古例を調へさせん為めにて
牧野：林若樹日記・明治四十二年（上）〈九月廿二日～十月廿一日〉
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称したるものなり蓋し支那の補陀落山へ渡る意なるへし然るに未た年耄せさるものも無理に捕へて流せしこともありしと新宮ノ山本氏語る此寺を守る老僧頗る不得要領昔しならハ最早御渡海ものなるべしこゝ［を過きる］ 数町勝浦路にわかれて山手ニかゝる路爪先上りに井関を過きて市野に至る途稲の刈入にて忙ハしきを見るこゝより車をすてゝ車夫の饗導にて那智瀧ニ向ふ瀧迄十二町といふ新道 やゝ道緩なるを選ひてのほるあえぎ〳〵のほれバやがて瀑布の頂上森梢に現ハる［時に］材木をつみたる牛車下り来 即ち撮影す数曲にして石階を踏みて下る両側之［老］杉直ニ天に影して昼尚暗く石階苔なめらかに冷気肌を襲ふ倍々たる瀑声漸く耳を聾す　　　　　　
懸峯幾十丈一大白布を




















































































呂敷をもとむ此更紗は和蘭模様を日本化して周囲ニ山鉾の模様をつけ中央ニは浮画風ニ祇園祭礼之図を画きワクと中央との間ニハ花模様を出せり風俗より察するに文化頃のもの歟價は高けれ［金五円］と兎ニ角珍物なり直ニ其骨董店 て荷つくりをなさしめて小包ニ出す午饗を ある鳥屋ニてしたゝめ［本通り］を會津橋迄至る海見え丘もあり石器時代之遺跡さて 古墳なとあるへき地勢 り日晴れて暖かに何なく京都の郊外ニも似て穏和なる町のさまなり［門戸ノ入口ノ鴨居ニ御符受の箱必すあり］此地近傍産する古屋石 以て名産とし諸処ニて賣る就て見るに意ニ通するものなし竹清君ニ別れひとりひげを剃 客待つ間此地発行する牟婁新報を見る町長攻撃 て全面 埋む何となく蝸牛角上ノ争といへることも思ひ合ハ れていやな心地す三時帰寓すれバ竹清君は又出てあらすあまりに
　
」（
96）
牧野：林若樹日記・明治四十二年（上）〈九月廿二日～十月廿一日〉
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ねむけれは横臥する内華胥ニ遊ふ下婢の入浴をすゝむるニ驚かされて目さむ時ニ四時元気快復入浴竹清君もかへる又町をあるき［福路町ニ］弁慶産屋松を見たりとて写すを示さる（新宮之処参照）［且つ］重けれと土産とて古瓦石一個を求めたりとて見せたる
　　
諸処ヘはかきを出す（赤松、ヒロ田、宅、／内田、岡田等）
やかて夕食
　　
桃花園三千丸ノ短冊一枚入手
夜又ひ り市中を見めくる暗中屋敷町をありき突如古谷石のミを商ふ店前ニ出つ就て陳列之諸品を見大小二個を求む、古谷の地古昔より山水石を産す地は西牟婁郡にあり内に
羊シダ
歯
尾谷、カイダリ、
並ニ
南ミナベ
部
ノ奥
瓜ウリ
谷あり瓜谷は維新迄は御留山ニして
採掘を禁せり此石は岸壁に其脈厚二尺程余り厚きハなし）二個処或は三ヶ処ありてこれを掘るなり石は表面ボロ〳〵の岩ニつゝまれあり採掘せし工金槌にて叩き見其音響ニよりて 中ニ包れたる堅き石の大小を察して缺き行くなり其底部に此柔か岩の附着せさるは價値なしこれを沓といふなり惣して古谷に産するものハなめらかなるもの多く瓜谷産は
皺シュン
の多きもの多し
と田邊町紫明堂　　
小倉庄作
古谷石　　
販売
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」（
97）
古谷石之談を聞くこと一時間許帰宿すれは十時竹清君既に寝ねたり予もふしどに入る
　
」（
98）
裏見返し
　　　　
」
